家庭礼拝　2011年10月19日　コリント第Ⅱ　13章　信仰を吟味する　
　賛美歌3　扉を開きて　聖書朗読　　祈り　奨励説教　一分黙想　全員祈り　主の祈り　　賛美歌505　歩ませてください
起
コリントの第二の手紙は、いよいよ最後の13章に入りました。ですが、状況はもうすぐこれで終わりというものではなく、ついにパウロとコリント教会の最終対決が始まりそうな雰囲気です。今までも何度か言いましたが、10章から13章は本来コリント第一と第二の間に出された第三の書簡であろうという事ですから、この13章の後は、また、コリント第二の1章に戻って読むことが必要なのです。そうすると、この13章で、予定されていた3回目の訪問が、1章に戻るとそのコリント訪問の延期について詳しく書かれているので話が自然につながります。
いずれにしても、この13章ではもう、パウロの怒りが爆発しそうです。このような怒りのパウロをほかのところで見出すことはできません。ですが最後の結びの言葉、終わりに、から始まる11節からの言葉は、嵐が過ぎ去って、静かな夕日が見えてきたような、不思議な落ち着きがあります。

この章でパウロが私たちに問いかけているのは、5節にあるように、信仰を持って生きているかどうか自分を反省し、自分を吟味しなさい。という事です。信仰を持って生きるとはどんなことなのか、もう一度振り返って考える必要があります。信仰を持って生きるということが、教会に行くことなのか、聖書を学ぶことなのか、祈ることなのか、奉仕することなのか、それだけでよいのかもう一度考えてみる必要があるのではないでしょうか。私たちが、母教会に行っていたとき、それだけで、一人前の信仰者であるような気になっていました。何の疑いもなく、みんなで渡れば怖くないという心理に近いもので、信仰生活を歩んでいたような気もします。ともに礼拝を守り、ともに祈り、ともに賛美し、そして一応の献金をすれば、それでもう信仰者として十分かもしれないという安心感に満たされていたような気がします。ですが、今母教会を離れ、寄留者のように、他の教会の礼拝に出ているとき、それらがとり剥がされて、裸にされ、その上で、信仰を持って生きることとは何かを問われているような気がします。改めて礼拝とは何なのか、祈るとは何なのか、賛美するとは何なのか、献金するとは何なのか、奉仕するとは何なのかを思わされます。信仰を持って生きているかどうか自分を反省し、自分を吟味しなさい。この言葉は、今だからこそ、本当に耳を傾けることのできる言葉かもしれません。目先の、奉仕や出来事に惑わされることなく。たとえ、すべてを失っても歩み続ける真の信仰の姿を求め、吟味し、見掛け倒しではない、本当の信仰の道を歩んで生きたいと願っているものです。
承
さて、１節にはこのように書かれています。
２コリ 13:1　わたしがあなたがたのところに行くのは、これで三度目です。すべてのことは、二人ないし三人の証人の口によって確定されるべきです。
パウロは、今度行くときが3回目になるといっています。一度目は、始めてコリント教会に宣教をしたときです。2度目は第一の手紙を出した後です。そして今度の3度目は、コリント教会で罪を犯した人々を裁きにいくといっているのです。そして、裁くに当たってはコリント教会の人の２～3人を証人に立てて、その裁きを行うといっているのです。今度は容赦しないといっているのです。コリント教会とパウロの関係は一体どうなっているのでしょうか。2節と3節では
２コリ 13:2　以前罪を犯した人と、他のすべての人々に、そちらでの二度目の滞在中に前もって言っておいたように、離れている今もあらかじめ言っておきます。今度そちらに行ったら、容赦しません。

２コリ 13:3　なぜなら、あなたがたはキリストがわたしによって語っておられる証拠を求めているからです。キリストはあなたがたに対しては弱い方でなく、あなたがたの間で強い方です。

　パウロが、コリントの教会の人々に対して容赦しないと言っているのは、コリント教会の人々がパウロを軽んじてこう言っているからでした。それは、パウロの語っているのは、自分で勝手に語っているのであって、キリストが語っているわけではない。そんな証拠はどこにもない。そのようなものの言うことをどうして聞く必要があるか、恐れる必要があるか、と言ったように、軽んじていることでした。それに対して、パウロはキリストが私によって語っておられる証拠を見せてやろう。キリストはあなた方に対しては弱い方ではなく、あなた方の間で強い方です。その方の力で、あなた方を容赦なく裁こうと言っているのです。まるで、けんか腰のような感じさえ受けます。そして、4節でこういいました。
２コリ 13:4　キリストは、弱さのゆえに十字架につけられましたが、神の力によって生きておられるのです。わたしたちもキリストに結ばれた者として弱い者ですが、しかし、あなたがたに対しては、神の力によってキリストと共に生きています。
　クリスチャンは、弱さの上に立つものでなければならないのです。クリスチャンが力の上に強さの上に立つものならば、それは本当の信仰にはならないでしょう。パウロが言っているように、キリストの力が私のうちに宿るように、むしろ大いに喜んで自分の弱さを誇りましょう、という信仰の上に立つ者が、キリストの力を得ることができるのです。キリストもその弱さゆえに十字架につけられたといいました。キリストもまた弱いのです。クリスチャンには弱さ以外に誇るものはないのです。それを自分たちは何か特別なものを持っているような、力や優越を覚えるようでしたら、それは、キリスト教をまったく理解していないのかもしれません。ですが、その弱さのゆえに、私たちはキリストと結ばれて、生きることが許されているのです。それが神の力となっているのです。これを悟らなければなりません。
転
私たちはそのような信仰を持って生きているのでしょうか。なんとなく、大丈夫なのではないのか、ほかの人と比べてみても、まともなのじゃないのかと思ってしまっているのではないでしょうか。ある意味で、信仰者の大半は自己満足に陥って、反省することを忘れているのかもしれません。型にはめられて、自分を振り返ることを忘れているのかもしれません。ですが、パウロは5節でこういいました。
２コリ 13:5　信仰を持って生きているかどうか自分を反省し、自分を吟味しなさい。あなたがたは自分自身のことが分からないのですか。イエス・キリストがあなたがたの内におられることが。あなたがたが失格者なら別ですが……。

　パウロは、信仰を持っていると思い込んでいる私たちに、信仰を持って生きているかどうか自分を反省し、自分を吟味しなさい。と問いかけているのです。そして具体的に、イエスキリストがあなた方のうちに居られることがわからないのですか。自分自身のことがわからないのですか、と問いかけているのです。
イエスキリストは私たちのうちに居られる、というこの教えは、神が私たちの内におられる、ということでもあります。この教えは、キリスト教ではよく教えられている教えなので、何の不思議もなく受け止めていますが、これはユダヤ教からキリスト教に変わる大変な教えだと思うのです。
ユダヤ教の神は、決して人の内におられる神ではなかったのです。旧約の神はいつも人の外に居られる神で、そこから人間を監視している神様だったのです。それが新約の神様になって、イエスキリストが私たちのうちにおられて、ともに生きてくださる神様となったのです。これはとても大きな違いです。そしてとても大切なことです。それをパウロが、イエスキリストがあなた方のうちにおられることがわからないのですかと、言っていることなのです。そして、そのことの信仰をあなたは本当に持っていますか、あなたのうちにイエスキリストがおられることを本当に信じていますか、という問いかけをしているのです。自分を反省し自分を吟味して、その信仰の確かさを確認しなさいといっているのです。これはコリントの人々に対してだけではなく、私たち自身にも言われていることです。あなたはその信仰を持っているのか、自分を反省し自分を吟味しなさいといわれているのです。そして、あなたが失格者ならば、そんな反省や吟味をしなくてもよいけれどもといっているのです。私たちはこの言葉を軽く受け止めて失格者になってしまっているのでしょうか。信仰を吟味しないで生きているのでしょうか。
パウロは6節と7節でこのように言っています。
２コリ 13:6　わたしたちが失格者でないことを、あなたがたが知るようにと願っています。

２コリ 13:7　わたしたちは、あなたがたがどんな悪も行わないようにと、神に祈っています。それはわたしたちが、適格者と見なされたいからではなく、たとえ失格者と見えようとも、あなたがたが善を行うためなのです。

　パウロは相手よりもまず、自分たちが失格者でないことを知ってほしいと願っているといいました。そしてパウロたちは、コリント教会の人々がどんな悪も行わないようにと、神に祈っているといいました。そうするのは自分たちが適格者であるとみなされたいからではなく、たとえ自分たちが失格者と見られようとも、コリント教会の人々が善を行って、適格者になることができるようにと願っているからなのだといいました。何よりも、自分たちのことよりもコリント教会の人々が正しく歩むことを願っているのでした。
パウロの興奮はだんだんと鎮まり、ただ、あなたたちのために願っている、祈っているという静かな論調に変わってきました。そして、8節から10節ではこういいました。
２コリ 13:8　わたしたちは、何事も真理に逆らってはできませんが、真理のためならばできます。

２コリ 13:9　わたしたちは自分が弱くても、あなたがたが強ければ喜びます。あなたがたが完全な者になることをも、わたしたちは祈っています。

２コリ 13:10　遠くにいてこのようなことを書き送るのは、わたしがそちらに行ったとき、壊すためではなく造り上げるために主がお与えくださった権威によって、厳しい態度をとらなくても済むようにするためです。

　前節に続いているのは、パウロたちは、自分たちのこと以上に、あなた方が完全なもの良き者になることを祈り願っていることを切々と訴えていることです。そしてこんなに厳しく言ったのも、実際にそちらに行ったときに、もう容赦しないと言ったような、厳しい態度をとらなくてもいいようにするためなのです、と説明しました。この言葉はきっと、コリント教会の人々に届いたのではないでしょうか。パウロは最終的にコリントの人々の悔い改めを聞くことができたのです。
　そして、パウロはこのコリント第二の手紙の最後に、このように結びました。11節から13節です。

２コリ 13:11　終わりに、兄弟たち、喜びなさい。完全な者になりなさい。励まし合いなさい。思いを一つにしなさい。平和を保ちなさい。そうすれば、愛と平和の神があなたがたと共にいてくださいます。
２コリ 13:12　聖なる口づけによって互いに挨拶を交わしなさい。すべての聖なる者があなたがたによろしくとのことです。

２コリ 13:13　主イエス・キリストの恵み、神の愛、聖霊の交わりが、あなたがた一同と共にあるように。

　なんという静けさと平安と慈愛に満ちた言葉でしょうか。今までの、パウロの怒りはどこへ行ってしまったのでしょうか。ここには、もうパウロの思いはどこかへ消え去り、ただキリストの思いのみが静かに漂っているような気がします。突然パウロがイエスキリストに変容したような感じさえします。パウロは、最後に私たちになすべき大切なことを簡潔に述べました。それは喜びなさい、完全なものになりなさい。励ましあいなさい。思いをひとつにしなさい。平和を保ちなさい。ということでした。どれひとつとっても、クリスチャンとして大切なことです。これは無条件でそのようにしなさいといっている言葉です。クリスチャンを言い表す言葉といってもよいのかもしれません。そして、このように言うのは、愛と平和の神があなた方とともにいてくださるからだ、というのです。
そして、聖なる口づけによって互いに挨拶を交わしなさい。すべての聖なる者があなたがたによろしくとのことです。と、互いに聖なるものとしての交わりの世界にあることを静かに語るのです。そして、その聖なる交わりは人間を超えて、神との交わりへとつながっていることを最後に示しました。パウロは最後にこう締めくくったのです。13節です。
２コリ 13:13　主イエス・キリストの恵み、神の愛、聖霊の交わりが、あなたがた一同と共にあるように。

　この言葉は教会の礼拝の最後に語られる祝祷の言葉です。そして、ここには主イエスの恵み、神の愛、聖霊の交わりという三位一体の神が、明らかに述べられているのです。その三位一体の神があなた方とともにある、というのが、新約の新約たる教えなのです。
結
　パウロは、三位一体の神があなた方一同とともにあるようにと締めくくりました。この神様が私たちとともにあること以上にすばらしいことはないのです。どんなことも、どんな財産も、じぶんの命さえも、このこと以上にすばらしいことはないのです。私たちが求める信仰は、この三位一体の神様が私たちのうちに住んでくださることであり、その神殿として自分たちがふさわしいものになっているかを吟味して、完全なものへと歩んでいく信仰なのです。
（1分間黙祷）
（祈り）
天の父なる神様。あなたの恵みと導きとに感謝いたします。

私たちは、毎週このように聖書の学びを続けることができ、そして今日はコリントの信徒への手紙第二を読み終えることができました。感謝いたします。

この会をこのように長い間続けることができること自体が奇跡のような気がします。

あなたがともにいてくださらなければ、とても続けることのできない交わりの時だと思います。

これからも、もしかすると、いろいろな誘惑や、惑わしにさらされる事があるかもしれませんが、どうか、ただあなたを見つめ、三位一体の神が私たちのうちにおられることを確かめつつ、あなたのみ業を行っていくことができますように。あなたのみ業である、この学びの時をどうか最後のときまで続けることができますようにお守りください。

この祈りを、主イエスキリストの御名によってお祈りいたします。アーメン
◆結びの言葉

２コリ 13:1　わたしがあなたがたのところに行くのは、これで三度目です。すべてのことは、二人ないし三人の証人の口によって確定されるべきです。

２コリ 13:2　以前罪を犯した人と、他のすべての人々に、そちらでの二度目の滞在中に前もって言っておいたように、離れている今もあらかじめ言っておきます。今度そちらに行ったら、容赦しません。

２コリ 13:3　なぜなら、あなたがたはキリストがわたしによって語っておられる証拠を求めているからです。キリストはあなたがたに対しては弱い方でなく、あなたがたの間で強い方です。

２コリ 13:4　キリストは、弱さのゆえに十字架につけられましたが、神の力によって生きておられるのです。わたしたちもキリストに結ばれた者として弱い者ですが、しかし、あなたがたに対しては、神の力によってキリストと共に生きています。
２コリ 13:5　信仰を持って生きているかどうか自分を反省し、自分を吟味しなさい。あなたがたは自分自身のことが分からないのですか。イエス・キリストがあなたがたの内におられることが。あなたがたが失格者なら別ですが……。

２コリ 13:6　わたしたちが失格者でないことを、あなたがたが知るようにと願っています。

２コリ 13:7　わたしたちは、あなたがたがどんな悪も行わないようにと、神に祈っています。それはわたしたちが、適格者と見なされたいからではなく、たとえ失格者と見えようとも、あなたがたが善を行うためなのです。

２コリ 13:8　わたしたちは、何事も真理に逆らってはできませんが、真理のためならばできます。

２コリ 13:9　わたしたちは自分が弱くても、あなたがたが強ければ喜びます。あなたがたが完全な者になることをも、わたしたちは祈っています。

２コリ 13:10　遠くにいてこのようなことを書き送るのは、わたしがそちらに行ったとき、壊すためではなく造り上げるために主がお与えくださった権威によって、厳しい態度をとらなくても済むようにするためです。

２コリ 13:11　終わりに、兄弟たち、喜びなさい。完全な者になりなさい。励まし合いなさい。思いを一つにしなさい。平和を保ちなさい。そうすれば、愛と平和の神があなたがたと共にいてくださいます。
２コリ 13:12　聖なる口づけによって互いに挨拶を交わしなさい。すべての聖なる者があなたがたによろしくとのことです。

２コリ 13:13　主イエス・キリストの恵み、神の愛、聖霊の交わりが、あなたがた一同と共にあるように。
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